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An Introduction of PLATEAU Platform Service 
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当社の PLATEAU Platform サービスは国土交通省の PLATEAU プロジェクトの成果を科学技術計算

の分野において、当社の製品、お客さまの内製ソフトウェア、および受託開発で活用するための枠組み

として整備されたものである。本稿では PLATEAU プロジェクトの概要、科学技術計算への応用、適用

例などを紹介する。 
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1. はじめに 
国土交通省 PLATEAU プロジェクト [1]では、

日本全国の都市のデジタルツインを実現するた

めのデータの整備が進められている。そこでは都

市計画、災害対策、エンタメ分野などへの応用が

期待されている。 

科学技術計算において、PLATEAU プロジェク

トのオープンデータを活用するためにはいくつ

かの課題がある。特に解析に必要なデータを抽出

し、有限要素法解析であればメッシュを作成する

などの、解析モデルの作成に多くの手間が発生す

る。また、解析結果を PLATEAU で構築したデジ

タルツインの環境に埋め込んで利用するために

もノウハウが必要である。 

本稿はアドバンスシミュレーション Vol.30 で

の報告 [2]の続報である。 

 

2. PLATEAU の概要 
PLATEAU [1]とは、国土交通省が主導する日本

全国の 3D 都市モデルの整備・活用・オープンデ

ータ化プロジェクトである。国土交通省 のサイ

トで 3D 都市モデルの活用方法やデータも 公開

されている。2024 年 5 月現在、全国 215 都市の 3D

都市モデルが公開されている。 

 

PLATEAU の Web サイトでは Unity と連携する

ための SDK や VIEWER のライブラリなどもオー

プンソースとして公開されており、それらを利用

した事例も多数公開されている。シミュレーショ

ンの事例としては、神奈川県横須賀市の熱流体解

析、静岡県静岡市の建物振動シミュレーションな

どが報告されている。 

 

3. PLATEAU Platform サービスの概要 
 当社が提供するサービスの範囲 
当社は PLATEAU に関して、以下の 3 つのサー

ビスを提供する。 

(1) PLATEAU を活用するソフトウェアの受託開発 

(2) 当社ソフトウェアにおける PLATEAU の活用 

(3) お客さまのソフトウェアでPLATEAUを活用す

るためのプラットフォームの提供 

(1)はこれからPLATEAUを活用するシミュレーシ

ョンを実施したい方で、シミュレーションソフト

もこれから開発する場合に適している。(2)は当社

のソフトウェアにおける活用で、本号にも

Advance/FrontNoise/Ray での例が掲載されている 

[3]。(3)はお客さまがシミュレーションソフトを開

発されていて、そこに PLATEAU データを取り込

む機能を追加する場合を想定している。

PLATEAU プロジェクトで提供している Unity 用
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の SDK の代わりに、お客さまのシミュレーショ

ンソフト用の PLATEAU の SDK を提供するよう

なものと理解していただきたい。 

 

 ソルバーとの接続 
ここではソルバーとは、科学技術計算のソフト

ウェアのことで流体解析、音響解析、構造解析な

どの計算をするソフトウェアを考える。加賀技術

計算ソフトと GIS（地理情報システム）、BIM

（Building Information Modeling）が連携するため

には、以下の点を考慮しなければならない。 

• 座標系の変換（緯度経度と直交座標系） 

• 地形の取り込み 

• 建物の取り込み 

• 格子の作成 

PLATEAUプロジェクトではCityGML形式でデー

タが公開されているため、建物や地形のポリゴン

データおよび様々なメタデータを取り出すこと

ができる。プログラムは当社が提供する

PLATEAU Platform または PLATEAU プロジェク

トが提供しているライブラリを活用して作成す

ることができる。当社のPLATEAU Platformでは、

科学技術計算で必要となる以下の汎用的な機能

を整備している。 

• 緯度経度の範囲を与えられた時に地形およ

び建物のデータをポリゴンデータとして取

り出す 

• ポリゴンデータに属性を付与する 

• 緯度経度から平面直角座標系へ座標変換する 

 

 計算格子への組み込み 
PLATEAU プロジェクトのオープンデータから

得られるプリゴンデータを科学技術計算で用い

るためには、計算格子へ適用させることが必要で

ある。形状に適合させるような非構造格子を用い

る場合は、四面体、六面体などのメッシュを作成

する必要がある。これは完全に自動化することは

現時点での技術ではまだ難しい。メッシュ生成の

課題についての当社の取り組みについては、また

機会を改めて報告したい。 

特別な場合として、地盤振動解析のため数値標

高データから地盤の計算格子を作成する機能は、

当社の Advance/FrontSTR の機能の一部として提

供している。本機能は国土地理院が公開している

数値標高データおよび PLATEAU プロジェクトが

公開している標高データに対応する。 

近年広く用いられている直交格子に対して任

意形状を取り込んで計算する手法（埋め込み境界

法など）は地形や建物のポリゴンデータがあれば

計算することができる。ただし、前処理として次

のような情報を作成しなければならないことが

ある。 

• ポリゴンと交差する直交格子のセルの位置 

• 建物や地形に囲まれている領域の体積 

• 建物や地形の内部外部判定 

これらの機能は PLATEAU Platform サービスで提

供されている。ポリゴンとの交差判定については、

当社独自の手法を適用している [4]。 

 

 計算格子を使わない計算手法 
当社の Advance/FrontNoise/Ray は幾何学的音線

法を使って音響解析を行う計算ソフトウェアで

ある [5]。クラウドサービスとして提供されてお

り、ユーザーは境界条件を与える形状のポリゴン

データと音源の情報を与えるだけで音響解析を

行うことができる。 

PLATEAU プロジェクトとの連携として、環境

騒音を計算する場合に、緯度経度の範囲を与える

だけで（ユーザーがポリゴンデータを準備する必

要がない）と自動的に計算する機能を PLATEAU 

Platform が提供する。これは当社のソフトウェア

同士の連携例である。 

 

4. PLATEAU Platform サービスの適用例 
 音線法 Advance/FrontNoise/Ray における

事例 
本号の別記事 [3]では妙心寺における鐘の音、

アドバンスシミュレーションの過去の記事 [5]で

は国立競技場での騒音解析の事例を紹介した。本

稿では Advance/FrontNoise/Ray で解析を行う場合

に PLATEAU Platform をどのように活用するかに

ついて補足する。 



参考文献 

アドバンスシミュレーション 2024.7 Vol.31 35 

Advance/FrontNoise/Ray で音響解析をする場合

に必要な情報は 

• 音源（音粒子の位置、音響パワーおよび音速） 

• 境界面（音が反射または吸収する建物、地面

などのポリゴンデータ） 

である。後者のデータは PLATEAU Platform を利

用して次のように作成することができる。 

• 緯度経度の範囲を与えると、PLATEAU`プロ

ジェクトで公開されているデータを自動的

にダウンロードすることができる 

• ダウンロードされた CityGML のデータをポ

リゴンデータに変換する 

• CityGML に格納されているメタデータを用

いて、境界面の反射率を設定する 

メタデータとして、例えば buildingDetailAttribute

というタグには建築物に関する基本的な情報が

記載されており、木造・土蔵造、鉄骨鉄筋コンク

リート造、鉄筋コンクリート造かどうかの情報が

わかる。これによって音響の反射率を変えて解析

することができる。 

Advance/FrontNoise/Ray はクラウド上のサービ

スとして提供されている。PLATEAU プロジェク

トのオープンデータと連携することで、クラウド

上で完結して（データを手元の PC にダウンロー

ドすることなく）解析を行うことができる。現在、

計算結果の可視化及び評価についてもクラウド

上で完結できるように開発を行っている。 

 

 お客さまの内製解析ソフト向け組み込み例 
お客さまの内製ソフトウェアで PLATEAU プロ

ジェクトが公開している都市データを扱う場合、

解析ソフトウェアそのものを PLATEAU 対応にす

るというよりも、その入力データを作成する前処

理プログラムを PLATEAU 対応させる方が関便で

あり、応用も効く。その場合は解析ソフトウェア

の入力データの仕様の情報を戴いたうえで、前処

理プログラムを PLATEAU Platform を使って受託

開発を行う。その場合、PLATEAU Platform に関す

る著作権は当社が保持するという制約の下で、受

託開発したプログラムはお客さまが改良、配布も

含め自由に利用することができる。 

当社の PLATEAU Platform に関する保守サポー

トに加入した場合は、PLATEAU プロジェクトで

公開しているデータの更新に対応させることが

できる。 

 

5. まとめ 
当社の PLATEAU プロジェクトに関する取り組

みとして、科学技術計算ソフトウェアと連携する

ための PLATEAU Platform サービスの概要と、そ

の適用例を紹介した。 
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